
 
 １１月１７日午前に滑走訓練をおこなっていたＣ

１３０が滑走路を右側にそれるという事故をお

こしました。４基あるエンジンのうちの１基を故

意にとめ再度始動させる訓練をおこなっていた。
 

 報道ではこれ以上のことはわかりませんが、軍

事基地と訓練がもっている危険性を垣間見たよ

うに思います。軍隊の訓練は根本的に実践を想定

されて行われるものです。その中では基本事項の

反復訓練もありますが、緊急事態や想定外の事態

への対処も訓練する必要があります。そこでの安

全とは敵の攻撃を避けるというもので、余裕など

ないギリギリの状況が想定されているはずです。
 

 Ｃ１３０の飛行訓練では、イラクでのミサイル

攻撃回避の訓練も行われています。急旋回しなが

らの着陸や離陸やフレアというミサイル誘導錯

乱装置の発射などが硫黄島で行われてきました。

飛行しながらの訓練は訓練空域で行なわれてい

ると思います。しかし。日常的な訓練でも危険な

ものがあるというのも今回の事故でみせたので

はないでしょうか。私たちが通常目にするのはタ

ッチアンドゴーという離着陸の訓練です。タッチ

アンドゴーというのも対応を少し間違えたり、遅

れたりすれば墜落に至るものです。Ｃ１３０のタ

ッチアンドゴーとは戦場で、敵からの攻撃の恐れ がある飛行場でのすばやい離着陸や危険回避の

訓練です。そのために毎日繰り返し訓練を行なっ

ているのです。

 

 今回の事故のもとになったエンジンを止める

というのもその一環です。軍事作戦では民間機の

ように天候不順や機体トラブルで安全のため運

行を中止ということができません。多少のトラブ

ルや攻撃でのトラブルでの対処の訓練が行なわ

れているのです。基地の説明でも今回の訓練が特

殊なものであるという説明もないところから見

ると、通常の訓練内容だったのでしょう。

 

 エンジン１基を故意に止めながらの滑走や再

始動というのは、軍用機ならではの訓練です。民

間機ではエンジンが１基でも不調なら滑走停止

するのが当たり前なのではないでしょうか。
 

周辺２市１町は当日、基地へ安全確保の申し入

れを行ないました。当然の対応ですが、本当の安

全対策は危険性のある訓練の中止しかありませ

ん。軍事訓練と安全確保とは両立しないものです。
 

名古屋空港を設置管理している愛知県の対応

はなにも報じられていません。航空対策課のホー

ムページにも事故のことはなにも掲載されてい

ません。県営空港でこのような危険な訓練が行な

われている、事故も起きているのにいったいどう

したことでしょうか。このようなことだから、自 衛隊も２市１町には様々な説明などを行なって

も滑走路を使用させてもらっている県は無視に

近い対応を取るようになっているのではないで

しょうか。
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 今年２月に１年遅れで配備された給油１号機

はまだ一度も飛んでいません。

 

配備直後に整備ミスで破損し、修理終了後も空調

機器の不調で、飛行には支障はないが念のため飛

行をとりやめるという報道後、修理完了や飛行開

始の発表や報道はありません。民間機として使わ

れ、ＡＷＡＣＳとして自衛隊でも運用してきた機

体がこのような単純な理由で飛行できないとい

うのも納得のいかないところです。

 

 小牧基地では厚木に向かう予定のＣ１３０が

トラブルで飛行中止になるということも起きて

います。国外派遣が続いたときには部品の落下が

相次いだこともあります。限られた人員、機体で

の海外派兵の前線基地を維持することで疲労が

蓄積しているのではないでしょうか。今回の事故

もその一環ではないのかとも思います。

 

 やはり軍事基地には危険がいっぱい、危険と背

中合わせの毎日だということです。

 

 １２月にイラクから撤収しますが、イラクでどの

ような任務についていたのかの検証も含め、派兵

基地―小牧の検証が必要です。 （早見）
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